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今回の講座は、応募者が減少傾向の中19名の応募があり、16名での開催となりました。その要因が今回初の試みで、ワード入門にデータ整理加えたことなのかは定かではありません。講座は3日間コースで開催、受講者は60代から70代が中心で、皆さんPC入力には問題なく講座を進めることができました。

講座スケジュールは、以下の通りです。
　１日目 ワードの基礎（テキスト：第１章、第２章）
　２日目 ポスターの作成、年賀状の作成（テキスト：第３章、第５章）
　３日目 表の作成（テキスト：第４章）、データ整理

1 日目のワードの基礎の後、2日目にポスターの作成と年賀状の作成をメイン講師と画面上で操作場所をさし棒で指し示す2人体制で進めたことにより、わかりやすかったと好評でした。ただ、プリンターの接続がうまくいかず、受講者の方々が作成された年賀状のファイルを抽出、別途印刷したものを3日目に配布しました。

3日目は、祭日を挟んで2週間後の開催となりましたが、表作成をテキスト第4章の内容で進めました。その後データ整理について実施しましたが、準備不足と受講者の皆さんがPCのキー入力ができるので、PC操作ができるものと思い込み、データ整理に必要なエクスプローラーの使い方、ホルダーの階層構造などにつて説明、実際に操作して頂きましたが、殆どの方が使えない状況でした。
今回初の試みとして「データ整理」を行いましたが、PCを普段使用していてもアプリケーションソフトを使っているだけの方々向けという視点が欠けていた点等、改善すべき点が分かった講座となりました。


	講座名
	実施場所
	実施グループ
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	エクセル
	公
	C
	2019/2　4日間　午後
	11
	UT


12名の応募があったがキャンセルが1名あり11名で開催した。ほぼパソコン初心者の方が1名。EXCELがほとんどはじめての方が5名、少し経験している方が5名であった。「ローマ字入力」でなく「ひらがな入力」で入力される方が1名おられたため、IMEを「ひらがな入力」に変更して講座を行った。

1日目、開始時点でパソコンが数台遅いなどの問題が出た。パソコンを交換するなどして対応したため、講座の開始が少し遅れた。2日目の前日に相談会があったので、問題が発生したパソコンをチェックしたが、特に異常はなく問題を再現できなかった。再起動などで障害がクリヤ―された様に思われる。

2日目以降はパソコンの障害は一切発生せず、講座を修了することができた。公民館の講座では壁のLAN配線の障害、ルータ障害、プリンター接続障害など度々、講座に影響が出る障害が発生していた。障害対応ために講座を中断することが度々起こっていたため、お久々に、落ち着いて講座が行うことができ講師も講座に集中できているようであった。

4日目に印刷の実習があったため、当日、すべてのパソコンから印刷ができるかの確認を行ったところ、18号機からプリンター１への印刷ができないことが判明した。プリンタードライバーを再インストして解決した。事前の準備が良かったためか、講座中の印刷の障害は一切なく終了できた。

Win10＋Exce2016の環境での講座も今回で2回目と言うこともあり、講師もその環境に慣れてきたようである。受講生のアンケートでも高評価も多く、新しい環境での講座に自信を深めることができた講座であった。

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	エクセル
	北文
	D
	2018/11-12　3日間　午前
	13
	SY


応募者数及び参加者は男性６名、女性7名の計13名。
（なお、出欠詳細は受講者のアンケート（HP記載）を参照のこと。）
講師は、サブ講師６～９名でした。

　　　講座は以下の内容で行いました。
１日目　第１章エクセルを使う　第２章 表を作成
２日目　第3章 計算機能を使う 第4章ワークシートの使い方
３日目  第5章 データーベース機能 第6章 グラフを作成 
　　　　第7章覚えておく便利
　
　講座の記録＆感想

　1日目
開始直後にマイクを使い始めたが、声が通り正解だった。ドラッグ操作の説明が少し曖昧だった。
エクセルの講座は初めから数値データを入力するのでは時間がかかり大変だ。その点、サンプルを用意して使ったのは良かった。

　2日目
北のスライドプロジェクターは老朽化して見づらかった。
文字のバックカラーが緑系だと暗くて文字が埋没する。
プリンターの不調で印刷の実施はできなかった。
講座中にエクセルがフリーズし起動しないトラブルが数台のPCで発生した。
講座終了後に、JMCの技術担当に依頼してその対応を皆で検討した。
その結果、原因が判明したので、全台の調整（ソフト修正）を行いこれに対処した。
　原因と対処の詳細は別紙の報告書を参照。

　3日目　
サンプルを用意して講座の随所で使ったのは良かった。　
今回が最終回なので、「覚えておくと便利な機能」のページなど
エクセル応用編に力を入れた講義となった。
　受講者のスキルのバラツキが目立ったこともあり、
最後の30分を自由な質問時間、独自学習時間としたのが受講者に好評でした。

　　講座３日間全体の感想及び気づいた点など：
アンケートなどを読むと、今回は
講座に於ける講師・サブの連携や受講者とのコミュニケーションがうまく行き、全体として、分かりやすい講義となったようだ。
　また、テキストの文章の誤りが多々見つかり、今後のために記録ファイルに追記した。
この詳細は別紙のテキストの誤り報告書を参照のこと。
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	パワーポイント
	東文
	A
	2018/11　3日間　午後
	9
	KE


　Aｸﾞﾙｰﾌﾟのﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ講座は9月に続き2回目で、講座ｶﾘｷｭﾗﾑの基本は前回と同一。
前回応募者は19 名だったが、今回は9名で定員を大幅に下回った。平日開催、あすなろ大学生の応募減少等の要因が考えられるが、それにしてもこの落差は何なのか。
　講義内容で前回と変えたのは冒頭の”第１部 PowerPointの概要”(P4～P17) を全面ｶｯﾄしたこと。第２部以降で講義する内容を冒頭で講義しても受講者は戸惑うと判断したことによる。代わりにﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの一事例を基に、ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄの作成過程や裏舞台を解説するｺｰﾅｰを設けた。約30分をかけてゆっくりと進めた。
　このﾃｷｽﾄの使用は２回目だが、SmartArtのような小難しい内容がかなりの量で盛り込まれていている等を含め、今後ｶﾘｷｭﾗﾑの取捨選択が必要かもしれない。
【特記】
・初日、講義が始まる前から幾つかのPCでｲﾝﾀｰﾈｯﾄとの交信が不安定になり危惧していたが、講義が始まった直後にﾒｲﾝ講師用のPC（No.18機)の動作がおかしくなり、PC機の交換となった。
・ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄは仕事や就活に必要と思われ、若い世代が来るかと思っていたが、平日開催という事情もあってか、受講者の年代はほとんどが60～70代だった。
　　
	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
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	ワード
	公民館
	C
	2018/10　4日間　午後
	7
	UT


ワード2016入門講座を10/6（土）、10/13(土)、10/20(土)、10/27（土）の1回2.5時間、4日間コースを開催した。一昨年、昨年と公民館で開催した同じワード講座では16名フルの応募者があったが、今回は7名と大幅な定員割れの開催となった。本年度、他館のコースでも定員割れの状況が見られ、パソコンへの興味が薄らいで来ているような状況を感じる講座であった。

1章から5章までテキストに従い講座を進めた。受講生のスキルにバラツキがあり遅れそうな方はサブ講師が対応した。受講生が少ない場合は対応がこまめにできるので、その点は良かったと思う。

年賀状を準備する時期でもあり、4日目には差し込み機能を使って年賀状の宛名を作成・印刷する内容を盛り込んだ。年賀状の宛名は3日目に作成した住所録をし、裏面の富士山の写真入りの文面と共に、宛名住所も印刷できて受講生にも好評であった。

4日目の講座の途中、約半数のパソコンがフリーズする事態が発生した。再起動などその場で取れる対応を色々行ったが、解決できなかった。無線LANの障害と思われたため、不具合が発生したパソコンを有線LANに接続したところ、パソコンのフリーズは解決できため、取りあえず、その状態で講座を継続した。

この障害のため受講生の入力中のファイルが消失したり、講座が度々中断するなど影響が大きかった。今回の障害は以前から発生していた公民館特有のネット障害との関連性も考えられたための、次期講座開催地の東文に申し送りを行い、対応していただくこととした。
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	A
	2018/9　3日間　午後
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	TY


Windows10パワーポイント入門講座を9/1（土）、8（土）、15（土）の1回3時間、3回コースで開催。定員16名に対して応募者19名の定員オーバーとなった。参加者のパワーポイント経験は、未経験の方から仕事でパワーポイントを使っていた方まで経験に開きがある方が集まった。半数の方は東地区文化センターで活動されている「あすなら大学」の方が参加。大学での発表はパワーポイントを使うとの事であった。

テキストは、昨年のパワーポイント入門講座レビューを受けて、新たなテキストに切り替えた。

講座内容は、パワーポイント概要から基本操作を中心とした講義とデザイン効果（画面切り替え、アニメーション等）操作の実習を中心とした講義に分けて進めた。前半は2日間コース、後半は最終日1日コースで実施。

進行は、受講者の技能レベルに大きなバラツキがあったが入門コースでもあり、経験が無い・少ない方のペースで進めた。一方、それなりの経験者は手持ちぶさたがみられ、睡魔と闘う姿も見受けられた。ただ、最終日は実習を中心とした講義で、受講者自らがプレゼンするプログラムでは感嘆の声や恥じらい・笑顔などがみられ、受講者の楽しい様子が伺えたことは何よりだった。

今回の講座を通して、募集時における応募者技能レベルのバラツキ縮小化策（応募条件・講座内容の具体化等々）の検討や、講座の質向上策（分かり易い、楽しい・・例：実習時間増量化）の検討など、講座参加募集前に十分行う事が重要と感じる講座であった。

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	パソコン入門
	北文
	D
	2018/8　3日間　午前
	4
	SY


応募者は4名と定員に遥かに満たない開催となりました。　年代的には２0歳以下１名で高校生（初）、５０代１名、６０代が２名でした。
 受講された動機は、パソコンの体験が目的でこられた方の印象で、家でインターネット回線使用中の方は約1名でした。
 基礎講座人気が低い傾向にあったが、この「はじめての・・PC講座」シリーズは更にこの傾向が続くのでしょうか？ スマフォに取って代わられる時期なのかの意見があり、
 時代の流れを感じます。来年度の講座選定の参考にしなければと考えます。

講座スケジュールは、以下の内容で実施しました。
1日目　第1章　パソコンの仕組み、第２章パソコンのルール、
       第３章 文字入力、　第４章　印刷、　
2日目　第５章　インターネット、第８章　音楽CD
3日目　第６章　メール、　第７章　デジカメ写真、

※1日目の予定の「印刷」は時間の都合で２日目に。
※3日目　第６章メールは,事前の調整の功でスムーズに終了。


 全体を通して受講生人数が少ないので細かい指導が出来たと思う。
※windowsのUP-date1803の関係で、講座前のPC/メール調整に時間がかかり、別に１日をとり調整にあてた。
 また、前回のPC講座の反省を踏まえDVD動作、インターネット動作の確認をして置いたので、その点も特に問題はなく終わりほっとしました。

テキストとの相違点のまとめは別記しHPに追加予定です。
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